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林31忘治 (教授),大石高生 (恥教授),国枝匠 (技術
補佐El),詑見地,怜垣小百合 (大学院生)
<研究概要>
A)霊長類脳の発達と加齢に関する研究
林基治,大石拓生,詑兄畑,輸垣小百合
1)23才から30才のメス老齢ニホンザル5例の肩挑
体における老人斑蓄積の有矧 こついて,Aβ1･42に対す
る免疫組織化学法を用いて検討した.その結果,全ての
老齢サルの扇桃体に老人斑が存在することが確認され
た.現在脳老化過程の分子マーカーのソマトスタチンの
老化過程 (Hayashi,1997)との関連について調べてい
る.
2)従来,老齢ラット,マウス,ウサギの脳内には
老人斑は観察されないことが知られている.加齢に伴う
老人斑苗積の分子的メカニズムを進化的観点から明ら
かにするため,7才から9才の老齢ツパイ脳内に老人斑
の有無を調べた.その結果,コンゴ-レッド陽性構造は
わずかしか存在しなかったが,Aβ1-42の免疫活性構造
が大脳皮質,海馬台,基底核,乳頭体,視床下部に観察
された.一方 1才9ケ月の若年ツパイにはAβ1-42の免
疫活性構造は全く観察されなかった.従って老齢ツパイ
の脳内には初期段階のアミロイ ド苔椛が起こっている
ことが示唆された.これらの研究は,エバ-ハル ト･フ
クス教授 (ゲッチンゲン大学)と山下晶子氏 (日本大学)
との共同研究である.
3)免疫組織化学の手法を用いて,GnRHニューロン
周辺のアストロサイトの発達変化を解析した.GnRHニ
ューロンの細胞体,近位樹状突起どちらにおいてもアス
トロサイ ト線維の近接が春機発動後に減少することが
明らかとなった.この結晃から,春機発動期にグリアに
よるバリアが減少することで GnRHニューロンへのシ
ナプス入力が増加する可能性が示唆された.
4)閉経にともなう内分泌変化と情動 ･認知機能に
iE要な脳部位の組織学的変化の関連を明らかにするた
め,閉経前,閉経周辺期,閉経後および卵巣摘出個体の
海馬と前頭前野においてエストロゲン受容体 ERβおよ
びP450アロマターゼ (ェストロゲン合成酵素)の発現
を調べた.脳内ERβ発現は末梢よりも脳内局所のエス
トロゲンレベルによって制御されていることを示唆す
る結果が得られた.
5)脳内迫伝子発現プロファイルの加齢変化と,そ
